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水稲栽培における代掻き同時施肥の効果
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1 は じ め に

大型機械の導入,作業の簡略化に伴って水稲の基肥の施

肥作業は,春耕前に全面に散布され耕起されることが多い。

しかし,作業能率を重視するあまり施肥から耕起までの期

間が 7～ 10日以上に及ぶことがあり,肥料成分の消失が懸

念されている。

これらの問題に対処するため,代掻き作業時に同時に施

肥を行い作業の同時化による省力 ,肥料の効率的利用 ,表

表 1 試験区の構成及び処理内容

3 試験結果及び考察

■)肥料落下量 作業性能
フロントツワーの肥料繰り出し部は電動モータで駆動さ

れ,肥料は 8本のパイプから落下させた。トラクタ前部に

フロントツワーが,後部には代掻きロータリを 3点 リンク

により架装した。

llE料落下量及び作業性能は表 2のとおりで,昭和61年は

各落下口ごとの落下量が異なったが,昭和62年には再調整

を行い理論作業速度を118π /s,10α 当たり落下量 100

″に設定した結果,各落下日ことの差は最大22%に減少

した。

2)圃場試験では慣行作業法に比べ植代同時作業の10α 当

たり作業時間は146%少 なく31分 ,燃料消費量も約18%少

ない32′ であった。

13)施肥から代掻きまでの期間と肥料濃度及び水稲生育を

昭和161年でみると,期間が短いほど上壌表層のアンモニア

態窒素濃度は高く経過した。代掻き同時施肥では土壌表層

層施肥による初期生育の促進等の効果を検討した。

2試 験 方 法

岩手農試内30α 区画圃場 (土壌 : 風詈腐植質多湿黒ボ
ク上 )で水稲品種アキヒカリを用い,耕起用ロータリによ

る耕起後,表 1のとおリプロードキャスタによる全層 ,フ
ロントツワーによる代掻き同時施肥区を設けた。各施肥法

別に作業時間を計測,肥料成分濃度は表層から5mごとの

層位別に調査した。

表 2 肥料落下量 (昭和62年 )

から5"の層のアンモニア態窒素濃度は代掻き直後から高

く6月 下旬まで持続した。全層施肥区では 6月 上旬から土

壌表層から10～ 15mの層のアンモニア態窒素濃度が急激に

年

次

区
　
ｍ

施 肥 法    基肥施肥時期
使用機械 基 肥 (確/10a ) 追 肥

-25 -15
N  Nトラクタ 施肥機    代掻 ロータリ 現物量 N P K

l lld

2 61
代掻同時    植代時同時
慣行 (全層 ) 耕起前 (-6日 )

信行 (仝層 ) 耕記前 (-10日 )

33PS フロントツワー ロータリ22π
33 PSブロード    ロータリ22れ
38 PS・ キャスタ    ロータリ22π

昭

６２

年

代掻同時   植代時同時
代掻同時   荒代時同時
慣行 (全層 ) 耕起前 (-1日 )

33PS フロントツワー ロータリ22つ
38 PS フロントツワー ロータリ22″
38 PSプロドキャスタ  同  31π

100   10  25  15
100    10  25  15

100    10  25  15

肥料落下量 (実 験値 )
パ イプ位置 (り/分 )

①②, ③④, ⑤①, ⑦③,  計
1 '7     1 54    1 84     1 91    7 26ん ,

(散布時間 138分 ,速度 181m/S)
(10a当 り計画落下量100″ )

表 3 散布作業性能 (昭和62年 )

肥料落下量及び作業能率 (分/10a)

植代同時

荒代同時

147 139 -
137 -  121
(プロードキャス

16 08
16  08
:15 min)

- 61 -―
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高くなっており,地力窒素の発現が増加している。

代掻き同時施肥では水稲の初期生育も旺盛となり穂数も

多く籾数も増加した。しかし,登熟歩合が低下したため精

玄米収量の増加にはつながらなかった。

(4)昭和62年の植代時同時施肥と荒代時同時施肥の比較で

は,前者が表層から5mの層のアンモニア態窒素,有効態

燐酸,置換性加里とも濃度が高く6月 下旬までのこの傾向
は持続した。慣行の全層施肥区では 0～ 5伽 ,5～10cl,

表 4 土壌層位別肥料の濃度

10～ 15mの各層ともほぼ同程度の肥料濃度であり,荒代時

同時rLIEも これに類似した傾向を示した。

(5)6月 30日の調査では稲体の窒素濃度も植代同時施肥で

31%,荒代時同時施肥で295%,慣行施肥で285%で肥
料成分と同傾向を示し,初期生育は茎数が植代同時>荒代

同時>慣行の順に多めで,穂数では慣行>植代同時>荒代

同時施肥の順となった。精玄米収量は植代同時施肥区が728

″/10ι を得,最多収であった。

昭和61年 N H4-N噂 /100′  (月 日) 昭和62年 (5月 18日 調査 )″ /100′

施肥 法 層位帥 5/6 5/15 施肥 法 層位m ―N卜Ю″ N P2 05 K20

代掻 l・l時

0 - 5

5 - 10

10-15

031    31 28   14 49    447

043     2 51    9 31    6 18

022     268    4 65    6 19

植代同時

0´ψ 5

5 ^レ 10

10 ヽ́ 15

11 85   0 19     3 69   30 73

2 67   0 25     1 99   1643

1 52    0 20      201    11 66

全層施肥

耕起前

-6日

0 -  5

5 - 10

10-15

12 58     4 98    1 48

1 84   10 15   474

0 33   10 26    8 04

荒代同時

0 ヽ́  5

5 ^レ 10

10～ 15

7 18   0 28     2 36   1555

5 41    0 24      1 54   14 07

4 39   0 16     1 60   12 93

全層施肥

耕起前

-10日

0 - 5

5 -10

10～ 15

-     5 04    1 66

1 35    8 72    503

0 45    10 64    8 14

慣 行 区

l -  5

5 レヽ10

ll   ‐15

6 05   0 11     2 70   1562

562   0 15     278   15 21

5 13   0 16     2 26   14 58

調
査
年

月/日

項目

6/29 6/30 7/16 7/19 出
穂
期
〔月/日 )

成熟 時

車丈 茎数
(m)(本 ) 戦⑦

茎数
(本 )
車丈 茎数
(卸 )(本 ) 較０

茎数
(本 )
戦
⑦
茎数
(木 )
草丈 茎数
(m)(本 )

梓長 穂長 穂数
(cI)(側 )(ん竹)

昭

61

年

代掻同肥

全層施肥

全層施肥

23 8   83

21 7   96

18 5   80

41 7   404

37 5   379

86 2   253

54 5   748

51 4   662

50 6   532

8/15

8/15

8/15

788  162 492

73 9  15 8 427

76 0  16 2 3,0

昭

６２

年

植代同時

荒代同時

慣 行 区

288   268

27 7   244

28 9   230

40 2   864

393   825

39 5   809

53 4   ,47

51 5   876

52 1   845 8/6

70 1  163 480

675  163 458

70 5  164 497

表 5 水稲生育経過

4 ま  と  め

代掻き同時施肥法は慣行施肥法に比べ省力的で省エネル

ギーであり,■壌 0～ 5御層の肥料成分濃度を高めるため

にも効果的である。この作業法により水稲の初期生育を促

進し,茎数及び穂数確保もしやすくなり側条施肥法で得ら

れるような効果が期待できる。

しかし,課題として肥料の散布精度を高めることや,他
の上壌タイプでの確保,肥料成分の流失程度の確認の他 ,
初期生育の促進効果を収量に結び付ける技術の開発が残さ

れている。
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